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南指宿中学校
澁谷　七海さんの作品



産後ケア事業の実績見込み増に伴う
委託料　　　　　　　　　 　　100万円

工場等設置補助金の申請に伴う補助金　
　　　　　　　　 　　　　　1,674万円

中学校部活動等出場旅費補助金の実績見
込み増に伴う補助金　　　　  　60万円

生ごみ処理機器購入費補助金の申請件数
増に伴う補助金　　　　　　  　31万円

開聞中学校旧ゴルフ練習場の電柱金具等
の撤去に係る委託料　　　   　105万円

食材費の高騰による学校給食費等補助金
の追加に伴う補助金　　　　   485万円

令和７年第４回定例会
【会期：11月25日～12月19日（25日間）】
審議された主なことがら

　令和６年度決算に関する案件８件、指定管理者に関する案件２件、条例に関する案件14件、
補正予算に関する案件12件、陳情１件の計37件を審議しました。審議された主なことがらは、
次のとおりです。

　今回の補正により、一般会計歳入・歳出にそれぞ
れ６億5,761万２千円を追加し、予算の総額は300億
1,241万9千円になりました。

一般会計補正予算

歳出補正の主なもの

2第９０号いぶすき市議会だより



委員会審査報告

総務水道委員会

文教厚生委員会

産業建設委員会

災害時に、他市町村から工事業者が
来るということだが、市内業者への
支障は想定されないのか。

自宅で介護する場合に必要となる用
具の購入が対象となるのか。

捕獲頭数の増加が見込まれているとの
ことだが、どのような予測をしている
のか。

指宿市公共下水道条例及び指宿市水道給水条例
の一部改正　　　　　

居宅介護福祉用具購入費の実績見込み増に伴う
負担金　                        　【事業費】250万円

有害鳥獣捕獲件数の実績見込み増に伴う市鳥獣
被害防止対策協議会への負担金及び補助金　　【事業費】124万円

条例改正する理由は何か。

実績見込みが増えると判断した理由
は何か。

イノシシの捕獲頭数が増えている要因
をどのように考えているのか。

まずは市内業者を優先するが、大規模災
害等で市内業者だけでは対応できない事
態が発生した場合、他の市町村長の指定
を受けた業者に工事を発注することを想
定している。

自宅での介護に必要となる福祉用具のう
ち、ポータブルトイレやお風呂で使われ
るような物が対象となる。

イノシシについては、過去２年間の捕獲
頭数を参考にして当初予算で409頭分を
計上していたが、さらに最大で184頭分
の増加を予測している。

令和６年の能登半島地震において、地元
業者だけでは対応できず、復旧が遅れた
こともあり、国から条例改正についての
通知があった。

令和７年４月から９月までの申請件数と
金額を過去３年間と比較して、今後の増
加率を計算した。

要因として、山林近くの農地で農作物を
餌にしているイノシシが出産し、生息数
が増えているのではないかと考えている。

問

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

答

令和８年２月16日発行3



　掲載内容は、主な質問と答弁の要旨であり、質
問者の文責によるものです。
　なお、詳しい内容は、次の方法でご覧いただけ
ます。
①会議録の閲覧（３月上旬からの予定）
　市議会事務局、山川・開聞庁舎、図書館、校区  
　公民館および市ホームページ

②会議の録画中継視聴

③写真下の二次元コードを、スマートフォン等の
　二次元コードリーダーで読み取ることで、
　一般質問の録画中継をご覧いただけます。

ここが聞きたい!!

指宿市　議会中継 検索

今回は、９人の議員が行いました。

動画視聴

動画視聴

新
しんぐうりょう

宮 領　實
みのる

 議員

松
まつした

下　知
と も え

惠 議員

問　

市
長
が
掲
げ
た
１
期
目
の
政
策
目
標
に
つ
い
て
達

成
率
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

答　

数
値
化
し
た
政
策
目
標
は
提
案
し
て
い
な
い
た
め
、

成
果
の
評
価
は
市
民
に
委
ね
た
い
。

問　

防
犯
対
策
の
強
化
に
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

考
え
か
。

答　

指
宿
地
区
防
犯
協
会
等
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
防
犯
対
策
を
考
え
て
い
る
。
防
犯
カ
メ

ラ
の
増
設
は
次
の
更
新
時
に
検
討
し
た
い
。

問　

学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
で
き
な
い
か
。

答　

具
体
的
な
国
の
方
針
が
定
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
国
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
返
礼
品
戦
略
の
見
直

し
、
事
務
体
制
強
化
、
人
材
配
置
の
適
正
化
を
行
う

考
え
は
あ
る
か
。

答　

冷
凍
オ
ク
ラ
や
ベ
ー
グ
ル
な
ど
、
新
た
な
種
類
の

　

返
礼
品
や
定
期
便
の
開
発
等
を
適
宜
行
っ
て
い
る
。

現
状
の
組
織
体
制
で
推
進
し
て
い
き
た
い
。

問　

第
４
次
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
が
い
ま
だ
に

策
定
さ
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答　

第
３
次
計
画
の
成
果
検
証
の
た
め
に
実
施
し
た
ア

　

ン
ケ
ー
ト
の
回
収
率
が
伸
び
な
か
っ
た
こ
と
、
お
よ

び
改
め
て
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
内
容
を
見
直
す
必
要

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
７
年
度
末
の
策
定
を
目

標
と
し
て
作
業
を
進
め
て
い
る
。

問　

移
動
図
書
館
車
を
購
入
し
て
遠
隔
地
の
支
援
を
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

答　

移
動
図
書
館
車
は
初
期
導
入
費
用
が
掛
か
る
た
め
、

現
在
は
、
配
本
車
に
切
り
替
え
て
い
る
。
今
後
は
、

新
た
な
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
な
ど
望
ま
し
い
遠

隔
地
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問　

そ
ら
ま
め
の
会
が
所
有
す
る
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
号
を

移
動
図
書
館
車
と
し
て
利
用
で
き
な
い
の
か
。

答　

ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
号
は
、
そ
ら
ま
め
の
会
が
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
資
金
を
調
達
し
、
そ

の
資
金
を
車
両
の
購
入
や
維
持
管
理
に
充
て
て
い
る

経
緯
も
あ
る
た
め
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

市
政
運
営
に
つ
い
て

子
ど
も
読
書
活
動
に
つ
い
て

4第９０号いぶすき市議会だより



動画視聴

動画視聴

動画視聴

前
まえはら

原　五
い つ お

男 議員

問　

共
産
党
議
員
団
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
保
護

者
か
ら
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
な
の
は
な
教
室
で
学

習
指
導
を
し
て
く
れ
る
先
生
の
配
置
を
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
不
登
校
の
子
ど
も
の
学
習
の
場
を
作
っ
て
ほ

し
い
な
ど
の
声
が
あ
る
。
学
校
に
通
え
な
い
子
ど
も

の
対
応
は
で
き
な
い
の
か
。

答　

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
学
習
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
充
実
し
た
学
び
の
場
と

な
る
よ
う
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
も
活
用
し
た
支

援
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問　

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
体
験
学
習
の

成
果
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

答　

登
校
で
き
な
か
っ
た
児
童
生
徒
が
、
余
裕
教
室
で

自
習
や
読
書
を
行
え
る
よ
う
に
な
り
、
周
囲
の
人
た

ち
と
接
す
る
楽
し
さ
を
再
確
認
す
る
こ
と
で
、
学
校

復
帰
に
つ
な
が
る
事
例
も
出
て
い
る
。

問　

学
び
の
多
様
化
学
校
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
か
。

答　

学
び
の
多
様
化
学
校
の
教
育
内
容
は
取
り
入
れ
を

検
討
す
る
が
、
設
置
は
検
討
し
て
い
な
い
。

問　

平
成
22
年
の
大
牟
礼
・
弥
次
ヶ
湯
排
水
区
浸
水
解

　

析
報
告
書
で
は
、
複
数
の
浸
水
対
策
の
中
で
、
湯
之

里
調
整
池
が
最
も
効
果
的
と
さ
れ
て
い
る
。
調
整
池

の
整
備
は
約
７
億
３
０
０
０
万
円
で
高
い
浸
水
対
策

効
果
が
あ
る
一
方
、
弥
次
ヶ
湯
ポ
ン
プ
場
整
備
は
、

費
用
対
効
果
の
面
か
ら
国
・
県
に
採
択
さ
れ
て
い
な

い
。
弥
次
ヶ
湯
ポ
ン
プ
場
整
備
に
掛
か
る
総
工
事
費

は
幾
ら
か
。

答　

調
整
池
の
整
備
は
一
定
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
が
、

用
地
取
得
が
困
難
と
な
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
弥
次

ヶ
湯
第
１
・
第
２
ポ
ン
プ
場
の
整
備
費
の
総
工
事
費

試
算
額
は
約
47
億
円
で
あ
る
。

問　

湯
之
里
調
整
池
の
予
定
地
は
広
大
な
敷
地
で
あ
り
、

親
水
公
園
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
国
の
財
政
支
援
が

受
け
ら
れ
る
が
調
査
研
究
は
で
き
な
い
か
。

答　

親
水
公
園
の
要
件
を
満
た
せ
ば
整
備
は
可
能
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
調
査
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

〇
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て

〇
魚
見
岳
の
整
備
に
つ
い
て 

ほ
か

問　

財
政
力
指
数
、
経
常
収
支
比
率
、
実
質
公
債
費
比

率
は
、
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
る
か
。

答　

財
政
力
指
数
は
平
成
27
年
度
０
・
38
が
令
和
６
年

度
０
・
35
、
経
常
収
支
比
率
は
平
成
27
年
度
86
・
２

が
令
和
６
年
度
91
・
７
、
実
質
公
債
費
比
率
は
平
成

27
年
度
８
・
３
が
令
和
６
年
度
９
・
３
で
あ
る
。

問　

主
要
財
政
指
標
の
数
値
は
突
出
し
て
悪
い
と
は
思

わ
な
い
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　

経
営
改
善
計
画
を
策
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
が
、
県
内
の
自
治
体
と
比
較
す
る

と
下
位
に
低
迷
し
て
お
り
、
財
政
改
革
は
ま
だ
道
半

ば
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

さ
つ
き
園
の
雨
漏
り
は
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答　

移
転
を
含
め
幅
広
く
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問　

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
観
覧
席
の
修
復
費
用
は
幾
ら
か
。

答　

見
積
額
は
約
３
０
２
万
円
で
あ
る
。

不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援
に
つ
い
て

浸
水
対
策
に
つ
い
て

財
政
運
営
に
つ
い
て

公
共
施
設
の
修
繕
に
つ
い
て

吉
よしむら

村　重
しげのり

則 議員

新
しんかわとこ

川床金
かねはる

春 議員
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南指宿中学校
秋元 綾平さんの作品

南指宿中学校
四元 栞穂さんの作品

　中学生の皆さんにご協
力いただきました作品を
紹介しています。

作品紹介

動画視聴

動画視聴

問　

自
衛
隊
へ
の
名
簿
提
供
は
義
務
か
任
意
か
。
ま
た
、

除
外
申
請
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
同
意
し
た
こ
と
に

は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答　

市
の
判
断
で
提
供
し
て
い
る
。
法
令
に
基
づ
き
行

っ
て
い
る
の
で
問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

非
核
平
和
都
市
宣
言
を
行
っ
て
20
年
に
な
る
が
新

た
な
取
り
組
み
は
で
き
な
い
か
。

答　

恒
久
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
作
る
た
め
、

庁
舎
等
で
平
和
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
を
開
催
す
る
な

ど
、
で
き
る
こ
と
が
な
い
か
検
討
し
た
い
。

問　

ど
の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る
か
。

答　

子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
、
高
齢
者
福
祉
の
充
実
、

障
害
者
支
援
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
多
様
性
を
認
め
合

う
ま
ち
の
実
現
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

問　

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
建
て
替
え
は
で
き
な
い
か
。

答　

建
築
後
40
年
経
過
し
て
お
り
、
建
物
全
体
の
改
修

の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。
今
後
、
施
設
や
設
備
の

計
画
的
な
修
繕
・
更
新
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問　

医
療
と
介
護
の
連
携
が
必
要
と
さ
れ
る
背
景
は
何

か
。

答　

要
介
護
認
定
者
や
高
齢
者
の
増
加
に
よ
り
、
医
療

と
介
護
の
複
合
的
な
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。

問　

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
介
し
て
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

柔
軟
に
対
応
す
る
必
要
性
と
は
何
か
。

答　

特
に
在
宅
医
療
に
お
い
て
「
日
常
の
療
養
支
援
」、

　

「
入
退
院
時
の
支
援
」、「
急
変
時
の
対
応
」、「
看
取

り
」
と
い
っ
た
４
つ
の
場
面
を
意
識
し
て
サ
イ
ク
ル

を
回
し
な
が
ら
事
業
を
展
開
し
、
柔
軟
に
対
応
す
る

必
要
が
あ
る
。

行
政
に
お
け
る
個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て

平
和
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

市
営
陸
上
競
技
場
に
つ
い
て

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業
に
つ
い
て

市
民
の
く
ら
し
を
守
る
視
点
で
見
た
任
期
中

の
総
括
に
つ
い
て

前
ま え の そ の

之園正
まさかず

和 議員

山
やまもと

本　敏
としかつ

勝 議員
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南指宿中学校
髙田 実夢さんの作品

南指宿中学校
髙橋 凜夏さんの作品

南指宿中学校
小村 美紅さんの作品

動画視聴

動画視聴

問　

避
難
所
と
な
っ
て
い
る
川
尻
ふ
れ
あ
い
交
流
館
の

２
階
に
空
調
設
備
が
な
く
、
暑
い
た
め
避
難
者
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

答　

こ
れ
ま
で
２
階
に
避
難
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
が
、

今
後
は
空
調
設
備
の
あ
る
１
階
の
和
室
を
利
用
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
改
め
た
い
。

問　

買
い
物
弱
者
や
、
生
活
保
護
を
受
け
る
ま
で
は
な

い
が
困
っ
て
い
る
生
活
困
窮
者
へ
ど
の
よ
う
な
支
援

を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　

民
間
の
移
動
販
売
車
に
よ
り
、
公
民
館
や
ご
自
宅

ま
で
訪
問
し
て
買
い
物
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
生
活
困
窮
者
に
つ

い
て
は
、
相
談
に
応
じ
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況

に
合
わ
せ
た
支
援
に
努
め
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
い
じ
め
・
不
登
校
へ
の
支
援
に
つ
い
て

問　

県
道
岩
本
開
聞
線
の
歩
道
整
備
に
つ
い
て
、
平
成

22
年
に
予
算
が
付
い
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
い
ま
だ

に
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
間
が
未
整
備
と
な
っ
て

い
る
。
早
期
に
整
備
で
き
な
い
か
。

答　

歩
道
の
未
整
備
区
間
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も

県
に
要
望
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
要
望

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

か
い
も
ん
荘
跡
地
の
宿
泊
施
設
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
、
着
工
お
よ
び
完
成
時
期
を
確
認
し
て

い
る
の
か
。

答　

宿
泊
施
設
の
建
設
計
画
や
令
和
８
年
７
月
頃
の
完

成
予
定
と
い
う
工
期
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
変
更
は
な

い
と
聞
い
て
い
る
。

安
心
・
安
全
な
生
活
の
た
め
に

県
道
28
号
岩
本
開
聞
線
に
つ
い
て

高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

国
民
宿
舎
か
い
も
ん
荘
跡
地
つ
い
て

高
た か だ

田チ
ち よ

ヨ子
こ

 議員

田
た な か

中　健
けんいち

一 議員
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境
港
市
議
会
で
は
、
議
会
基
本
条

例
を
制
定
後
、
定
期
的
な
自
己
検
証

を
実
施
し
、
条
例
の
実
効
性
や
議
会

運
営
の
課
題
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
、

そ
の
結
果
を
条
例
改
正
や
議
会
活
動

の
見
直
し
に
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
が

構
築
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

検
証
の
方
法
は
議
会
内
部
で
の
議

論
に
と
ど
ま
ら
ず
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
す
る
な
ど
市
民
目
線

を
意
識
し
た
評
価
項
目
が
設
け
ら
れ

て
お
り
、
議
会
自
ら
が
不
断
に
改
善

を
重
ね
る
姿
勢
が
強
く
印
象
に
残
り

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
議
会
の

自
立
性
を
高
め

る
と
と
も
に
、

市
民
か
ら
信
頼

さ
れ
る
議
会
づ

く
り
に
つ
な
が

る
も
の
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　

新
見
市
議
会
で
は
、
議
会
報
告
・

意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
て
お
り
、
単

な
る
議
会
活
動
報
告
の
場
と
す
る
の

で
は
な
く
、
市
民
と
議
会
の
双
方
向

の
対
話
を
重
視
し
た
運
営
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
は
、
テ
ー
マ
設
定
や

グ
ル
ー
プ
分
け
、
進
行
方
法
を
工
夫

す
る
こ
と
で
、
市
民
が
意
見
を
述
べ

や
す
い
環
境
を
整
え
て
お
り
、
出
さ

れ
た
意
見
は
議
会
活
動
や
市
へ
の
政

策
提
言
へ
と
つ
な
げ
る
仕
組
み
が
確

立
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

市
民
の
声
を
「
聴
い
て
終
わ
り
」

に
し
な
い
姿

勢
は
、
議
会

活
動
の
活
性

化
に
大
き
く

寄
与
し
て
い

る
と
感
じ
ま

し
た
。

議
会
基
本
条
例
の
自
己
検
証
と

改
正
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て

所
管
事
務
調
査
の
報
告

議
会
運
営
委
員
会

令
和
７
年
10
月
27
日
か
ら
28
日
に

か
け
て
、
鳥
取
県
境
港
市
、
岡
山

県
新
見
市
で
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

議
会
報
告
・
意
見
交
換
会
に

つ
い
て

鳥取県境港市

岡山県新見市

西指宿中学校
髙橋 こころさんの作品

北指宿中学校
尾曲 姫実さんの作品

　

今
回
の
調
査
を
通
じ
て
、
議
会
改

革
は
制
度
の
整
備
だ
け
で
な
く
、
継

続
的
な
検
証
と
市
民
と
の
対
話
の
積

み
重
ね
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
改

め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　

本
市
議
会
に
お
い
て
も
、
議
会
基

本
条
例
の
実
効
性
を
高
め
る
取
り
組

み
や
、
市
民
参
加
の
充
実
に
向
け
た

議
会
報
告
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
、
開
か
れ
た
議
会
、
信
頼

さ
れ
る
議
会
の
実
現
に
努
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
他
市
の
先
進
事
例
に
学

ぶ
だ
け
で
な
く
、
本
市
の
地
域
特
性

や
市
民
の
意
向
を
踏
ま
え
た
独
自
の

取
り
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

両
市
議
会
へ
の
調
査
は
、「
議
会
改

革
を
継
続
さ
せ
る
仕
組
み
」
に
つ
い

て
学
ぶ
有
意
義
な
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
改
選
後
の
議
会
に
お
い
て
は
、

今
回
の
調
査
内
容
を
生
か
し
、
よ
り

良
い
議
会
運
営
に
向
け
た
議
論
を
行

う
よ
う
申
し
送
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

委
　
員
　
所
　
感
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　本特別委員会は、地方議会を取り巻く環境の変化に対応するため、議会活性化について
さまざまな観点から議論を行ってまいりました。その結果、行財政運営のチェック機関と
しての役割を十分に果たすとともに市民に開かれた議会活動を推進していくためには、議
会運営等の改革による議会の活性化に加えて、性別・年齢・職業に偏りがなく多様な人材
が議員として活躍できる環境作りが必要であるとの観点から、下記の事項について検討結
果をまとめましたので報告いたします。

 （1）調査事項
　　　　議員定数・議員報酬および委員会構成等に関する事項
 （2）調査目的
　　　　議員定数・議員報酬および委員会構成等に関する調査研究を行うため
 （3）調査方法
         　８人で構成する特別委員会を設置し、先進地の調査および関係方面からの意見聴取
　　　ならびに資料の提出を求めて行う
 （4）調査期間
　　　　令和６年９月27日から調査終了まで
 （5）協議回数
　　　　22回
 （6）特別委員会の構成
　　　　委 員 長　　田　中　健　一
　　　　副委員長　　前之園　正　和
　　　　委　　員　　松　下　知　惠
　　　　委　　員　　山　本　敏　勝
　　　　委　　員　　東　　　勝　義
　　　　委　　員　　西　田　義　哲
　　　　委　　員　　新宮領　　　實
　　　　委　　員　　高　田　チヨ子

 （1）議員定数について
　　　　市民アンケートの結果や全国の人口規模類似市のほか県内他市の情報を収集し、委
　　　員の意見を出し合い慎重に議論を重ねた結果、現行の18人から２人削減して16人とす
　　　る結論を導き出しました。
 （2）議員報酬について
　　　 指宿市特別職報酬等審議会から、一般議員の場合は月額320,000円（現行より34,000
　　　円増額）とする旨の答申を受け、令和７年第２回定例会において条例改正を行い答申
　　　どおりの報酬額と決定しました。

１．議会活性化等調査特別委員会の概要

２．協議の結果について

議会活性化等調査特別委員会 最終報告議会活性化等調査特別委員会 最終報告

報酬の改定内容
議　　　長　　　　　　月額388,000円　⇒　422,000円
副　議　長　　　　　　月額310,000円　⇒　344,000円
委員長（常任・議会運営）月額293,000円　⇒　327,000円
議　　　員　　　　　　月額286,000円　⇒　320,000円

報酬の改定時期

令和８年２月12日
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 （3）常任委員会構成について
　　　　議員定数が16人となることを踏まえ、委員会構成や予算委員会の設置等について、
　　　他市議会の状況を調査し慎重に議論を重ねた結果、次の事項を決定しました。
　　　①　現行の３常任委員会を２常任委員会とし、１常任委員会当たりの委員数は８人と
　　　　しました。
　　　②　常任委員会の名称は、「総務厚生常任委員会」と「産業文教常任委員会」とし、　
　　　　所管部署は次のとおりとしました。

　　　③　所管する「特別会計」および「公営企業会計」は次のとおりとしました。

 （4）議会運営委員会について
　　　　委員数を現行の８人から６人とし、選出方法については、常任委員長２人のほか、
　　　各常任委員会から互選された２人および議長が指名する議員２人の合計６人としました。
 （5）広報特別委員会について
　　　　委員数は従来どおり６人とし、各常任委員会から３人ずつ互選することとしました。
 （6）予算委員会について
　　　　一般会計予算の審査は、従来どおり各常任委員会へ分割付託し、予算委員会は設置
　　　しないこととしました。
 （7）決算特別委員会について
　　　　各常任委員会から４人ずつ互選し、委員数を８人とすることとしました。
　　　　議長および監査委員は決算特別委員にならないものとしました。
 （8）その他
　　　　議員の請負状況の公表や議会版ＢＣＰの策定についても協議しましたが、十分に議
　　　論を尽くすことができず、改選後の市議会へ引き続き調査するよう申し送ることとし
　　　ました。
　
【今後について】
　最後に、改選後の市議会議員は、現行より定数が減となり報酬が増となった環境で任期が
スタートします。議員個人の責任はさらに増してくるものと認識しており、本市議会を取り
巻く環境の変化に対応するためには、議員自らが、より一層の自己研さんに努める必要があ
ります。また、本市議会としても環境の変化により改善すべき点が生じた場合は、議員が相
互に補いながら協力し、スピード感を持って対応する必要があります。
　今後、全議員が一致団結して市民の負託に応えるとともに、議会活動の活性化を図り、開
かれた議会の実現に取り組むことを強く要望し最終報告といたします。

総務部
市民福祉部
会計課
議会事務局
選挙管理委員会事務局
監査委員事務局
他の常任委員会の所管に属しない事項

国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計

農水商工観光部
建設部
教育委員会事務局
農業委員会事務局
水道課

唐船峡そうめん流し事業特別会計
水道事業会計
公共下水道事業会計
温泉供給事業会計

総務厚生常任委員会

総務厚生常任委員

産業文教常任委員会

産業文教常任委員会
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議　案　名 議決結果

令和６年度指宿市唐船峡そうめん流し事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定

令和６年度指宿市水道事業会計決算の認定及び剰余金処分について 認定及び
原案可決

令和６年度指宿市公共下水道事業会計決算の認定及び剰余金処分について 認定及び
原案可決

令和６年度指宿市温泉供給事業会計決算の認定及び剰余金処分について 認定及び
原案可決

令和７年度指宿市一般会計補正予算（第８号）について 原案可決

指宿市体育施設の指定管理者の指定について 原案可決

指宿市民会館の指定管理者の指定について 原案可決

指宿市定住促進のための住宅の新築・購入支援に関する条例の一部改正について 原案可決

指宿市男女共同参画推進条例の制定について 原案可決

指宿市公共下水道条例及び指宿市水道給水条例の一部改正について 原案可決

指宿市印鑑条例の一部改正について 原案可決

指宿市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について 原案可決

指宿市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の全部改正について 原案可決

指宿市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の全部改正について 原案可決

指宿市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の全部改正について 原案可決

指宿市中山間ふるさと・水と土保全基金条例の廃止について 原案可決

指宿市都市公園条例及び指宿市屋外広告物条例の一部改正について 原案可決

令和７年度指宿市一般会計補正予算（第９号）について 原案可決

令和７年度指宿市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について 原案可決

令和７年度指宿市介護保険特別会計補正予算（第３号）について 原案可決

令和７年度指宿市水道事業会計補正予算（第３号）について 原案可決

令和７年度指宿市公共下水道事業会計補正予算（第３号）について 原案可決

指宿市職員の給与に関する条例等の一部改正について 原案可決

指宿市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 原案可決

指宿市特別職の職員の給与に関する条例の一部改正について 原案可決

令和７年度指宿市一般会計補正予算（第10号）について 原案可決

令和７年度指宿市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について 原案可決

令和７年度指宿市介護保険特別会計補正予算（第４号）について 原案可決

令和７年度指宿市唐船峡そうめん流し事業特別会計補正予算（第２号）について 原案可決

令和７年度指宿市水道事業会計補正予算（第４号）について 原案可決

令和７年度指宿市公共下水道事業会計補正予算（第４号）について 原案可決

　　

令和７年第４回定例会で審議された議案等一覧
全員一致の案件
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広
報
特
別
委
員
長
と
し
て
、
議
員
任

期
中
最
後
の
編
集
後
記
を
担
当
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
、
議
会
だ
よ
り
が
、
皆
さ
ま

に
と
っ
て
、
手
に
取
り
や
す
く
、
読
ん

で
み
た
く
な
る
よ
う
に
、
文
字
を
大
き

く
し
た
り
、
縦
書
き
か
ら
横
書
き
に
変

更
し
た
り
、
ま
た
、
写
真
や
イ
ラ
ス
ト

を
活
用
す
る
な
ど
し
な
が
ら
、
い
ろ
い

ろ
と
工
夫
を
凝
ら
し
て
き
ま
し
た
。
特

に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
中
学
生
に
指
宿

市
内
の
風
景
絵
を
描
い
て
も
ら
っ
た
こ

と
で
し
た
。
頂
い
た
多
く
の
作
品
は
ど

れ
も
素
晴
ら
し
く
、
全
て
の
作
品
を
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

広
報
特
別
委
員
と
い
う
立
場
で
、
議

会
だ
よ
り
の
作
成
に
携
わ
れ
た
こ
と
で
、

私
自
身
の
議
員
生
活
を
振
り
返
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
長
い
よ
う
な
短
い
よ

う
な
、
あ
っ
と
い
う
間
に
月
日
が
過
ぎ

て
い
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
も
っ
と
も
っ
と
議
会
だ
よ
り
を

皆
さ
ま
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

新
た
な
広
報
特
別
委
員
に
が
ん
ば
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
、
ご
健

康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

　

広
報
特
別
委
員
長　

高
田　

チ
ヨ
子

編
集
後
記

＊傍聴においでください＊私たちが議会だよりを担当しました。
２年間読んでいただき感謝いたします。 令和８年第１回定例会（３月議会）が

下記のとおり予定されています。
招 集 ・ 議 案 上 程 ２月20日（金）
質疑・委員会付託 ２月25日（水）
総 務 厚 生 委 員 会 ２月26日（木）・27日（金）・３月３日（火）
産 業 文 教 委 員 会 ３月4日（水）・５日（木）・６日（金）
一 　 般 　 質 　 問 ３月13日（金）・16日（月）・17日（火）
委員長報告・表決 ３月26日（木）

※各会議は、指宿庁舎３階にて午前10時から開催されます。（本会議
は議場、委員会は議員控室）

※日程などは変更されることがありますので、傍聴の際にはあらかじ
　め市議会事務局までお問い合わせください。

TEL0993(22)2111（内線2511・2512）

陳情書
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議決結果

令和６年度指宿市一般会計歳入歳出決算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 〇 〇 ◆ 〇 〇 ◆ 〇 — 認　 定

令和６年度指宿市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認
定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 〇 — 認　 定

令和６年度指宿市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の
認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 〇 — 認　 定

令和６年度指宿市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 〇 — 認　 定

指宿市特別職の職員の給与に関する条例の一部改正につい
て（減額措置） 〇 〇 ◆ 〇 〇 ◆ ◆ ◆ ◆ 〇 ◆ ◆ 〇 〇 ◆ 〇 〇 原案可決

（議長裁決）

　　

松
下
　
知
惠

山
本
　
敏
勝

前
原
　
五
男

東
　
　
勝
義

西
田
　
義
哲

新
宮
領
　
實

恒
吉
　
太
吾

田
中
　
健
一

吉
村
　
重
則

東
　
　
伸
行

井
元
　
伸
明

新
川
床
金
春

福
永
　
德
郎

高
田
チ
ヨ
子

前
之
園
正
和

下
川
床
　
泉

西
森

三
義

議決結果

宿泊税導入に反対する陳情書 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ 〇 ◆ ◆ 〇 ◆ ◆ 〇 ◆ — 不 採 択

　　

議  案  名

議  案  名

氏 　 名

氏 　 名

賛否が分かれた案件
※賛成「○」、反対「◆」、欠席「欠」、棄権「棄」で記載しています。

※西森議員は議長職のため、特別多数議決以外の議案については本会議での表決（賛成・反対の意思表示）権はありません。
　ただし、表決の結果、可否同数となった場合、議長が可否を決定します。

12第９０号いぶすき市議会だより


